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■令和 3 年度の人事行政の運営等の状況報告
■市政トピックス
■県央連携都市圏域の魅力を紹介「山口ゆめ回廊」
■新型コロナワクチン接種に関するお知らせ
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1 月の市報やまぐちは 1 日号と 15 日号の合併号として 1 月 6 日に発行します。
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令
和
４
年

山
口
市 

主
な
出
来
事

1月2月3月

8月9月10月

4月5月6月7月

【写真 5】記念イベントの蹴鞠実演【写真 5】記念イベントの蹴鞠実演

【写真 1】KDDI 維新ホール感謝デー【写真 1】KDDI 維新ホール感謝デー

【写真 6】絵画コンクール表彰式絵画コンクール表彰式

【写真 2】徳佐八幡宮参道のしだれ桜【写真 2】徳佐八幡宮参道のしだれ桜

　
今
年
、
本
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
等
に
よ
る
市
民
生
活
や
地
域
経
済
へ
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
や
経
済

対
策
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
一
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
特
集
で
は
写
真
と
と
も

に
主
な
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
。　
　
　
　
問 

広
報
広
聴
課 

☎
０
８
３

９
３
４

２
７
５
３

■
や
ま
ぐ
ち
「
ま
ち
の
福
祉
相
談
室
」
を
開
設
（
11
日
）
■
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
3
回
目
接
種
を
開
始
（
11
日
）
■
「
徳
地
や
ま
の
い
も
」

が
「
食
べ
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
美
味
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
２
」
準
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
（
19
日
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対
策
第
11
弾
発
表
（
14
日
）
■

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
感
謝
デ
ー（
19
、20
日
）【
写
真
１
】■
Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）
に
よ
る
「
Ａ
Ｉ
総
合
案
内
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
開
始
（
22
日
）

■
山
口
ゆ
め
回
廊
物
産
フ
ェ
ア
「
な
な
ゆ
め
マ
ル
シ
ェ
」（
６
日
）
■

山
口
市
美
術
展
覧
会
表
彰
式
（
６
日
）
■
「
徳
佐
（
サ
ク
ラ
）」
が
国

の
名
勝
に
指
定
（
15
日
）【
写
真
２
】
■
中
原
中
也
記
念
館
が
「
Ｊ
Ｉ

Ａ
25
年
賞
」
を
受
賞
（
15
日
）
■
山
口
み
な
み
こ
ど
も
園
園
舎
完
成
記

念
式
典
（
26
日
）
■
「（
仮
称
）
湯
田
温
泉
パ
ー
ク
」
の
基
本
設
計
が

完
成
（
28
日
）
■
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
お
よ
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ジ
ネ

ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
と
「
山
口
市
の
ス
マ
ー
ト
〝
ラ
イ
フ
〟

シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
連
携
協
定
」
を
締
結
（
28
日
）
■
「
山
口
市

都
市
核
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
山
口
市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
ビ
ジ
ョ

ン
（
山
口
市
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
計
画
）」
を
策
定
（
31
日
）

■
山
口
市
み
ん
な
の
手
話
言
語
条
例
施
行
（
１
日
）
■
市
役
所
の
組
織

に
農
林
水
産
部
を
新
設
（
１
日
）
■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
増
設

（
１
日
）
■
山
口
市
中
山
間
地
域
北
部
エ
リ
ア
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動

画
「
チ
ュ
ー
サ
ン・カ
ー
ン 

ぶ
ち
え
え
と
こ
じ
ゃ
け
ぇ
見
て
み
ん
さ
い
」

完
成
（
１
日
）
■
山
口
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
24
日
）
■
第
27
回
中

原
中
也
賞
を
國
松
絵
梨
さ
ん
に
贈
呈
（
29
日
）

■
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
関
す
る
新
た
な
相
談
窓
口
の
設
置
と
居
場
所
を

開
設
（
２
日
）
■
阿
知
須
総
合
支
所
・
阿
知
須
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
落

成
記
念
式
典
（
８
日
）
■
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
「
ほ
っ
と
さ
ろ
ん
西

門
前
て
と
て
と
」
移
転
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
（
８
日
）
■
第
72
回
全
国

都
市
教
育
長
協
議
会
定
期
総
会
な
ら
び
に
研
究
大
会
山
口
大
会
（
12
、

13
日
）
■
レ
ノ
丸
ポ
ス
ト
設
置
除
幕
式
（
20
日
）
■
三
井
住
友
海
上
火

災
保
険
株
式
会
社
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
（
23
日
）
■
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対
策
第
12
弾
発
表
（
30
日
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
4
回
目
接
種
を
開
始
（
２
日
）
■
第
９
回
山

口
市
景
観
賞
表
彰
式
（
25
日
）
■
移
動
市
長
室
（
や
ま
ぐ
ち
元
気
・
未

来
ト
ー
ク
）
ス
タ
ー
ト
（
30
日
）

■
粗
大
ご
み
戸
別
収
集
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
の
受
け

付
け
開
始
（
１
日
）
■
史
跡
周
防
鋳
銭
司
跡
に
お
け
る
新
た
な
銭
種

「
饒
益
神
宝
」
の
発
見
を
発
表
（
６
日
）【
写
真
３
】
■
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
若
年
層
向
け
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
（
７
日
）
■
「
観
光
カ
ー
ド

グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
本
市
が
全
国
第
２
位
を
受
賞
（
13
日
）
■
株
式
会
社

読
売
新
聞
西
部
本
社
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
普
及
啓
発
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締

結
（
14
日
）
■
山
口
ゆ
め
回
廊
「
キ
ッ
ズ
サ
マ
ー
パ
ス
」
開
始
（
20
日
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対
策
第
12
弾
拡
充
版
発
表
（
25

日
）
■
国
道
２
号
整
備
促
進
総
決
起
大
会
（
26
日
）

■
ス
ペ
イ
ン
出
身
の
ガ
ル
ベ
ス 

ル
イ
ス 

ヘ
マ
さ
ん
が
国
際
交
流
員
と

し
て
着
任
（
１
日
）
■
株
式
会
社
テ
ク
ノ
ウ
ェ
ル
の
新
事
業
所
建
設
協

定
調
印
式
（
３
日
）
■
山
口
線
新
山
口
駅
～
津
和
野
駅
間
開
通
１
０
０

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
６
日
）
■
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ペ
ー
ス
赤
れ

ん
が
開
館
30
周
年
記
念
式
典
（
９
日
）【
写
真
４
】
■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
軽
症
状
者
を
対
象
と
し
た
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
申
込
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
を
設
置
（
22
日
）
■
子
育
て
世
代
の
方
を
対
象
と
し
た
「
や
ま

ぐ
ち
元
気
・
未
来
ト
ー
ク
」（
27
日
）
■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
平
リ
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
資
源
循
環
の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
（
31
日
）

■
山
口
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
４
日
）
■
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損

害
保
険
株
式
会
社
と
包
括
連
携
協
定
お
よ
び
罹
災
証
明
書
発
行
業
務
に

係
る
覚
書
を
締
結
（
26
日
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始

（
１
日
）
■
ツ
ー
ル
・
ド
・
ヤ
マ
グ
チ
湾
２
０
２
２
（
２
日
）
■
小
郡

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
子
育
て
相
談
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
（
３
日
）
■

電
気
自
動
車
を
活
用
し
た
脱
炭
素
化
お
よ
び
災
害
対
応
力
強
化
に
関
す

る
連
携
協
定
を
締
結（
３
日
）■
第
30
回
地
域
伝
統
芸
能
全
国
大
会「
地

域
伝
統
芸
能
に
よ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
大
会
や
ま
ぐ
ち
」（
８
、９
日
）

■
築
山
跡
史
跡
公
園
開
園
式
典
と
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
10
日
）【
写
真
５
】

■
株
式
会
社
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｓ
の
進
出
協
定
調
印
式
（
13
日
）
■
第
二
次
山
口

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
係
る
「
大
好
き
な
ま
ち
山
口
」

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
16
日
）【
写
真
６
】
■
新
本
庁
舎
棟
新
築

工
事
（
令
和
５
年
３
月
着
工
予
定
）
の
入
札
を
公
告
（
18
日
）
■
第
19

問問

11月

ピックアップ

回
日
本 

ｅ
-Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ 

大
賞
に
お
い
て
「
３
６
０°
図
鑑
」

が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
（
19
日
）
■
中
心
市
街
地
で
の
電
気
自
動

車
に
よ
る
カ
ー
シ
ェ
ア
実
証
事
業
開
始
（
25
日
）
■
株
式
会
社
Ｓ
Ｙ
Ｎ

Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｏ
の
進
出
協
定
調
印
式
（
26
日
）
■
第
15
回
山
口
市
公
共
交
通

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
（
30
日
）

■
本
市
の
計
画
提
案
が
脱
炭
素
先
行
地
域
と
し
て
環
境
省
に
選
定
さ
れ

る
（
１
日
）
■
市
内
の
産
官
学
金
が
一
体
と
な
り
、
地
域
の
人
材
育
成

や
課
題
解
決
を
図
る
「
や
ま
ぐ
ち
地
域
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を

設
立（
１
日
）■「
コ
ロ
ガ
ル
あ
そ
び
の
ひ
ゃ
っ
か
て
ん
」オ
ー
プ
ン（
３

日
）
■
株
式
会
社
ア
ル
ジ
ー
の
進
出
協
定
調
印
式
（
11
日
）
■
市
徳
地

診
療
所
を
開
設
（
14
日
）
■
株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
の
進
出
協
定
調

印
式
（
16
日
）
■
株
式
会
社
秋
川
牧
園
と
食
料
・
農
業
・
農
村
振
興
に

関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
（
17
日
）
■
国
立
研
究
開
発
法
人
物
質
・
材

料
研
究
機
構
、
森
ビ
ル
都
市
企
画
株
式
会
社
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に

つ
な
が
る
産
業
創
出
を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締

結
（
18
日
）
■
徳
地
地
域
複
合
型
拠
点
施
設
落
成
記
念
式
典
（
20
日
）

【写真 3】発見された「饒益神宝」銭【写真 3】発見された「饒益神宝」銭

阿知須総合支所・徳地総合支所が完成
老朽化が進んでいた
阿知須総合支所と徳
地 総 合 支 所 に つ い
て、地域交流センター
等を含む複合施設と
して建替整備を行い
ました。阿知須総合
支所は地域交流セン
ター、消防団車庫等
を 合 築 し、5 月 6 日
から、徳地総合支所
は地域交流センター、
消防団車庫、市徳地
診療所、保健センター
を合築し、隣接する
徳地文化ホールと一

体的な利用が可能となるよう整備し、11 月 14 日から供
用を開始しました。

KDDI 維新ホールをメ
イン会場、中央公園を
サブ会場として、地域
伝統芸能全国大会が開
催されました。本大会
は、各地で受け継がれ
てきた伝統芸能のすば
らしさを発信し、その
多彩な魅力を伝え、次

世代への継承、伝統芸能の観光資源としての価値向上、地
域の活性化や交流人口の増加につなげることを目的として
います。本市からは「山口鷺流狂言保存会」「徳地人形浄
瑠璃保存会」「土居神楽舞保存会」「十二の舞保存会」「小
鯖代神楽舞保存会」の 5 団体が出演されました。

新型コロナウイルス感染症へ
の対応として、感染拡大の防
止や、新しい生活様式への対
応支援などの社会経済活動の
維持、「エール！やまぐちプレ
ミアム共通商品券」の発行支
援などの市内消費喚起に向け
た取り組みを進めました。ま
た、コロナ禍における原油価
格・物価高騰等への対応とし
て、子育て世帯生活応援商品
券の配布などの生活者支援や、
農業・漁業・中小企業等の市内
事業者への支援を行いました。

新型コロナウイルス感染症やコロナ禍における
原油価格・物価高騰等への対策を実施

【写真4】開館30周年のC・S赤れんが
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４次調査出土（平成３０年度） 

図２ 饒益神宝 表面（拡大約200％） 図３ 饒益神宝 裏面（拡大約200％） 

図４ Ｘ線ＣＴ計測位置（銭文部分） 

図６ Ｘ線ＣＴ計測位置（鋳張り部分） 図７ Ｘ線ＣＴ画像（鋳張り部分） 

図５ Ｘ線ＣＴ画像（銭文部分） 

図８ 今回確認された銭貨片の部位（色塗りの範囲）（拡大約 200％） 

・饒益神宝の文字のうち、「饒」の文字が確認できる。※画像は山口大学提供 

※肉眼では文字は見えない 

鋳張り 

鋳張り 

14.4mm 

8.4mm 
厚さ 

1.2mm 

拓本：黒川古文化研究所 2018『古代銭の実像』より転載 

山口大学提供 

山口大学提供 山口大学提供 

山口大学提供 

山口大学提供 山口大学提供 

発見部位発見部位

若年層の新型コロナワクチン
接種の促進に向けたポスター

完成した阿知須総合支所（上）と徳地総
合支所（下）の外観

出演団体のひとつ「十二の舞保存会」

第 30回地域伝統芸能全国大会
「地域伝統芸能による豊かなまちづくり大会やまぐち」開催
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市内 21 地域から届いた、今年いちばんの話題を写真市内 21 地域から届いた、今年いちばんの話題を写真
とともにご紹介します。とともにご紹介します。
世代間の交流を促す活動、伝統行事の継承、各施設世代間の交流を促す活動、伝統行事の継承、各施設
の新設・整備など、ふるさとを盛り上げようとするの新設・整備など、ふるさとを盛り上げようとする
地域の力を感じるニュースがたくさんありました。地域の力を感じるニュースがたくさんありました。
 　 　広報広聴課広報広聴課☎☎ 083-934-2753083-934-2753

３月、「徳佐（サクラ）」が「長
門峡」「常徳寺庭園」に続く
阿東地域３件目の国指定名勝
に指定されました。「徳佐（サ
クラ）」は、徳佐八幡宮参道
の両脇から降り注ぐように咲
き誇る、美しい桜並木です。

「徳佐（サクラ）」国指定名勝に指定阿 東

５月２２日、３年ぶりとなる運
動会「佐山地区スポーツフェ
スティバル」を開催しました。
地域の皆さんと小学校の児童
が合同で実施する佐山らしい
運動会となり、大いに盛り上
がりました。

佐山地区スポーツフェスティバルを開催佐 山

11 月 14 日、徳地地域複合
型拠点施設の供用を開始しま
した。総合支所、地域交流セ
ンター、保健センター、診療
所、消防車庫、文化ホール
が一体化しており、地域の拠
点として期待されます。

徳地地域複合型拠点施設の供用開始徳 地

「大内の四季ふるさとカレン
ダー」と「標語カレンダー」
を 1 つにまとめた「大内ふる
さとカレンダー」を作成しま
した。地域行事も追加され、
地域の魅力満載のカレンダー
です。

地域カレンダーをリニューアル大 内
８月２８日、中道海岸で、３年
ぶりとなるあいおえび狩り世
界選手権大会を開催しました。
今年は規模を縮小しての開催
でしたが、参加された８００人
の皆さんは約１万尾の車えび
をゲットしようと奮闘しました。

第３０回あいおえび狩り世界選手権大会秋 穂

８月 27 日、サタデープラン
（子どもの居場所づくり推進
事業）の一環として、３年ぶ
りに開催しました。１００人を
超える参加者が美濃ケ浜に集
まり、夏休み最後の週末を楽
しんでいました。

エビ狩り・潮干狩りを開催二 島

8 月 6、7 日、七夕ちょうち
ん祭りが帰ってきました。久々
のちょうちんをゆったり眺め
ながら漂う人の流れは、風情
ある祭りの光景を取り戻して
くれました。

３年ぶりに紅に染まりました白 石
５月８日、阿知須総合支所・
阿知須地域交流センターの
落成記念式典を開催しまし
た。無数のシャボン玉が空を
舞う中、阿知須中学校吹奏楽
部による演奏やテープカット、
餅まきが行われました。

新庁舎（総合支所・交流センター）の供用開始阿 知 須

10 月 10 日、旧料亭菜香亭
跡地に「築山跡史跡公園」が
オープンし、開園記念イベン
トが催されました。きれいに
整備された芝生の公園は、新
たな地域のイベントや憩いの
場として活用されます。

築山跡史跡公園が開園大 殿

８月７日、 み んなで湯 田 の
街
ま ち

路を綺麗にしよう！クリーン
プロジェクトとして、湯田パト
ロールの隊員と湯田中学校
の生徒たちが清掃作業を行
いました。

湯田パトロール＆湯田中学校のコラボ湯 田

11 月 3 日、昭和 47 年から
始まり、50 回目を迎えた嘉
川文化祭を開催しました。川
西中学校美術部が 50 回を記
念して作成したポスターから
は、地域のふれあいの様子
が感じられました。

第５０回嘉川文化祭を開催嘉 川

9 月 18 日、ふしの岩戸太鼓
保存会 30 周年記念祭典が
開催され、歴史と伝統のあ
る太鼓演奏を披露しました。
和太鼓の演奏を通して子ど
もの健全育成に貢献し、地
域文化の発展に努めています。

ふしの岩戸太鼓保存会発足３０周年小 郡

鋳銭司幼稚園、名田島幼稚
園、二島幼稚園、秋穂幼稚
園が統合され、公立で初め
てとなる認定こども園とし
て開園しました。子どもた
ちの元気な声が地域をほっ
こりさせています。

「山口みなみこども園」が開園鋳 銭 司

10 月、吉敷川河川広場に、
フジバカマの花の蜜を求め、
旅するチョウ「アサギマダラ」
が飛来しました。この美しい
チョウを見ようと、足を止め
る散歩中の人や、写真を撮影
する人もいました。

吉敷川河川広場に旅するチョウ飛来吉 敷

小鯖小学校創立１５０周年記念
として、児童と保護者、地域
の皆さんが、バルーンリリー
スを行いました。児童の願い
が込められた、約３００個の色
とりどりの風船が大空に飛ん
で行きました。

小鯖小学校でバルーンリリース小 鯖

市民スポーツ大会ソフトボー
ルの部で、大歳チームが昭和
６２年以来となる A ブロック
優勝を成し遂げました。この
快挙は、今年度徐々に再開さ
れる地域行事にも勢いをもた
らしてくれています。

３５年ぶりに栄冠が大歳に輝く大 歳

きれいな仁保川の流れを取り
込んだ夢の椀河川プールが、
３年ぶりに開かれました。仁
保中学校の生徒や地元の方
がピカピカに磨いて準備した
プールは、多くの人の楽しむ
声であふれました。

「夢の椀河川プール」大賑わい仁 保
平川の夏の恒例行事、あゆ
つかみが３年ぶりに開催され、
園児から小学生までの 116
人が椹野川漁協に集まりまし
た。泳ぎの速いあゆを網で
追いかけたり、素手で捕まえ
たりして、大賑わいでした。

３年ぶりにあゆつかみを開催平 川

７月２３日、３年ぶりに「ちょうちんちょ
こっとまつり」を開催しました。か
き氷や射的など、夏祭りにふさわし
い出店で賑わいました。フィナーレ
では大迫力の花火が夜空を彩りま
した。

夏の風物詩が復活名 田 島

７月１０日、平成２０年２月から
実施している陶の環境美化活
動「陶クリーン作戦」が第５０
回を迎えました。近年は企業
や外国人の皆さんにも協力し
ていただき、地域をきれいに
しています。

第５０回「陶クリーン作戦」陶

9 月 28 日、 宮 野 小 学 校 ホ
タル委員会が、椹野川上流
で、ゲンジボタルの幼虫 1 万
3,994 匹を放流しました。今
年で 40 年目を迎えた活動の
功績を称え、宮野観光会から
記念の盾が送られました。

４０年目を迎えたホタル飼育宮 野

私たちの地域の
一大ニュース

問問

令和４年
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本
市
で
は
、「『
ま
ち
を
、
楽
し
む
。』

～
日
常
を
豊
か
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
～
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
第
3
期
山
口
市
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
、

３
つ
の
目
標
「
求
心
力
の
あ
る
商
業
・

業
務
エ
リ
ア
の
形
成
」、「
交
流
と
創
造

に
よ
る
来
街
機
会
の
創
出
」、「
誰
も
が

安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

へ
の
再
生
」
に
向
け
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
ア
ー
ト
を
活
用

し
た
子
ど
も
の
遊
び
場
の
創
出
、
空
き

店
舗
等
で
の
ア
ー
ト
展
示
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
、
そ
う
し
た
イ
ベ

ン
ト
等
の
運
営
に
携
わ
っ
て
ま
ち
を
楽

し
く
す
る
人
材
（
ア
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
ー
）
の
育
成
な
ど
、「
ア
ー
ト
で
つ
な

ぐ
ま
ち
の
活
性
化
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ア
ー
ト
が
持
つ
人
と
人
と

を
つ
な
ぐ
力
を
活
用
し
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組
み
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

問問
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室 

☎
０
８
３

-

９
３
４-

２
９
２
３

中心市街地

中
心
市
街
地
を
ア
ー
ト
で

活
性
化

「コロガル公園」 ってなに？

でつくる新しいマチナカ
× アート

　「コロガル公園」は、YCAM が
開発した、不定形な床とさまざま
な仕かけで構成された作品です。
公園のような遊び場で、子どもが
遊びを通じて自ら考え、創造でき
るようデザインされています。
　2012 年にコロガル公園が開
設されて以来、複数のバリエー
ションで実施されました。特に
2013 年の「コロガルパビリオン」
は、約 4 カ月間の開催期間中に
47,000 人を超える来場者があ
り、期間の延長を求める声が上が
るほどの人気でした。

▲「コロガルパビリオン」の様子

①「コロガルあそびのひゃっかてん」の様子
②小さな子ども向けに角度や高さを調整したつくりとなっている
③子どもに遊びのアイデアを記入してもらい、会場内に掲示

中心商店街に「コロガル」がやってきた！
　
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
）
や
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ

人
気
を
博
し
た
「
コ
ロ
ガ
ル
公
園
」
シ
リ
ー
ズ
の
最
新
作
「
コ
ロ
ガ
ル

あ
そ
び
の
ひ
ゃ
っ
か
て
ん
」
が
、
山
口
井
筒
屋
２
階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
施
設
内
は
、
ゆ
る
や
か
な
曲
線
や
高
さ
の
違
う
木
製
の
ス
ロ
ー

プ
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
子
ど
も
が
遊
び
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
な
仕
組
み
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
年
齢
は
小
学
２
年
生
以
下
（
未
就
学
児
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
）
で
、
入
場
は
無
料
。
開
催
期
間
は
令
和
５
年
１
月
29
日
（
日
）
ま

で
（
毎
週
火
曜
・
水
曜
、
12
月
28
日
か
ら
１
月
３
日
の
間
は
休
場
）
で
、

開
場
時
間
は
10
時
か
ら
17
時
の
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「コロガルあそびのひゃっかてん」

ディレクター　鈴
す ず き

木 康
やすよし

義

Ｑ 

注
目
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い

制
作
者
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

Ｑ 
中
心
商
店
街
で
開
催
す
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し
ま
す
か
？

　
「
コ
ロ
ガ
ル
あ
そ
び
の
ひ
ゃ
っ
か
て
ん
」

は
、
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
を
飛
び
出
し
て
、
中
心
商

店
街
で
初
め
て
実
施
す
る
こ
と
が
一
番
の

注
目
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
２
０
１
２
年
に
始
ま

り
、曲
が
っ
た
床
や
斜
面
な
ど
の
オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
で
作
ら
れ
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ

た
遊
び
方
で
は
な
く
、
自
由
に
遊
び
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
開
か

れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
利
用
者
か
ら
遊
び
の
ア
イ
デ
ア

を
集
め
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
場
所
と
し
て
も
機
能
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
ま
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
協
力
を

得
て
、
新
し
い
遊
び
が
生
ま
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

買
い
物
を
し
た
り
食
事
を
楽
し
ん
だ
り

す
る
中
心
商
店
街
に
、
子
ど
も
の
遊
び
場

が
多
く
あ
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
が
よ

り
「
楽
し
め
る
場
所
」
と
し
て
機
能
し
ま

す
。「
コ
ロ
ガ
ル
あ
そ
び
の
ひ
ゃ
っ
か
て

ん
」
で
行
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
子
ど
も
の
遊
び
と
中
心
市
街

地
の
距
離
が
近
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

1

32



8市報やまぐち　2022年（令和4年）12月 1号9 市報やまぐち　2022年（令和4年）12月 1日号

中心市街地活性化推進室 

主査 伊達 紀子

　
本
市
で
は
、
第
３
期
山
口
市
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
、「
ま
ち

を
、
楽
し
む
。」
を
テ
ー
マ
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
し
た

ア
ー
ト
を
使
っ
た
取
り
組
み
の
ほ
か
に

も
、
商
店
街
に
お
け
る
商
業
振
興
に
対
す

る
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆
さ
ん

の
自
由
な
発
想
を
生
か
し
た
企
画
も
行
っ

て
い
ま
す
。
垂
井
美
穂
隊
員
に
よ
る
「
Ｖ
Ｉ

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」

で
の
木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
や
田
中
美

穂
子
隊
員
と
田
中
佳
菜
子
隊
員
に
よ
る

「
コ
ト
サ
イ
ト
」
に
お
け
る
「
赤
ち
ゃ
ん

ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
」、「
コ
ト
も
の
体
験
会
」

な
ど
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
11
月
に
は
新
た
に
中

野
祥
平
隊
員
が
着
任
し
、
空
き
店
舗
な
ど

を
活
用
し
た
ワ
ク
ワ
ク
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
よ
り
楽
し
く
な
っ
て
い
く
中
心
市
街
地

に
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ト
で
つ
な
が
る
ま
ち

М
Ａ
Ｐ
で
見
る

ア
ー
ト
な
マ
チ
ナ
カ

中
心
市
街
地
を
楽
し
む

　
「
や
ま
ぐ
ち
ア
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
ア
ー
ト
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
等
に
携
わ
る
人
材
を
育
成
し
て

い
ま
す
。
中
心
市
街
地
で
の
ア
ー
ト
展
示

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、
対
話
を
通

し
て
芸
術
作
品
を
鑑
賞
す
る
「
対
話
型
鑑

賞
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
通
じ
て
、

ア
ー
ト
を
「
観
る
力
」
や
「
面
白
が
る
こ

と
が
で
き
る
力
」
を
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
同
士
が
ア
ー
ト
作
品
の

制
作
に
関
わ
る
こ
と
で
、
そ
の
魅
力
や
価

値
を
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
共
有
で
き
ま
す
。

ア
ー
ト
作
品
を
介
し
て
生
ま
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
と
に
、
人
と
作
品
、

人
と
人
、
人
と
場
所
が
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
で
ま
ち
が
賑
わ
い
、
新
た
な
ま
ち
の

魅
力
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　　

A：お互いに感じたことを言葉にして、さまざまな意見から作品
の見方を深める「対話型鑑賞」の様子
B：アート作品制作を行う様子
C、D：「t

ト グ

og」では空き物件を改装するプログラムを実施中

▲「サテライト A」外観

山口井筒屋

山口市役所

市民会館

中村女子
高等学校

山口商工
会議所

マルシェ中市

Nac

どうもん
パーク

山口朝日放送

山口銀行
サテライトＡ

旧「井ビシ眼鏡店」

C・S
赤れんが

交番
JR山口駅

1

2

5 4VIVISTOP
YAMAGUCHI

西門前商店街 道場門前商店街 米屋町商店街 中市商店街 大市商店街

新
町
商
店
街

駅
通
り
商
店
街

3tog

①山口井筒屋…「コロガルあそびのひゃっかてん」開催中。2 階には「コトサイト」も併設

②サテライト A…アート作品の展示によりアートコミュ二ケーターが活動中

③ t
ト グ

og…今年度のアートコミュ二ケーター活動拠点

④旧「井ビシ眼鏡店」…昨年度のアートコミュ二ケーター活動拠点。内部を改修し、今年度　　　　

　　　　　　　　 　　  新たな店舗としてリニューアルオープン

⑤ V
ヴ ィ ヴ ィ ス ト ッ プ

IVISTOP Y
ヤ マ グ チ

AMAGUCHI…子どもの視点によるユ二ークなものづくりを考える拠点

ほたる広場

中
心
市
街
地
の
多
様
な

楽
し
み
方

約
60
坪
の
人
工
芝
の
広
場
で
定
期
的

に
イ
ベ
ン
ト
や
も
の
づ
く
り
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ア
ー
ト
を
は
じ
め
と
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し

て
お
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
中
心
市
街
地
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

▼絵本コーナーもあり、小さい子ど
もも楽しむことができる。

▲「VIVISTOP YAMAGUCHI」で行わ
れた木工ワークショップの様子

今 回 ご 紹 介 し
た 場 所 をMAP
にしました！

　
Ｊ
Ｒ
山
口
駅
近
く
に
位
置
す
る
サ

テ
ラ
イ
ト
Ａ
は
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
作
品
（
展
示
す
る
空
間
な
ど
そ
の
場

所
全
体
も
含
め
て
作
品
と
す
る
ア
ー

ト
作
品
）
の
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
開
催
す
る
施
設
で
す
。

　

現
在
、
坂
本
龍
一
氏
と
高
谷
史
郎

氏
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
「
ｗ

ａ
ｔ
ｅ
ｒ 

ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｅ 

1
」
の
展

示
を
12
月
25
日
（
日
）
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

道
場
門
前
商
店
街
の
中
に
あ
る

「
Ｖヴ

ィ

ヴ

ィ

ス

ト

ッ

プ

Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ　

Ｙ
ヤ

マ

Ａ
Ｍ
Ａ

Ｇ
グ

チ

Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
で
は
、
中
心
商
店
街

全
体
を
活
動
の
場
所
と
し
て
、
レ
ー

ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

な
ど
と
い
っ
た
最
先
端
の
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
も
の
づ

く
り
を
楽
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
開
催
し
、
子
ど
も
の
自
由
な
発

想
か
ら
、
ま
ち
を
楽
し
い
場
と
し
て

い
く
た
め
の
作
品
作
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
、
山
口
井
筒
屋

2
階
に
オ
ー
プ
ン
し
た
地
域
の
魅
力

発
信・交
流
ス
ペ
ー
ス
「
コ
ト
サ
イ
ト
」

で
は
、
木
育
玩
具
や
絵
本
な
ど
を
親

子
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

　私は中心市街地の地域おこし協
力隊として、このプログラムに携
わっています。参加メンバーとと
もに対話型鑑賞のギャラリーツ
アーの実施など、アート作品の展
示に関わるほか、JR 山口駅近く
にある施設「t

ト グ
og」の改装など、

コミュニケーションの場づくりに
も携わっています。
　改装は慣れない作業が多いです
が、近所の方から声をかけていた
だくなど、地域の方とのコミュニ
ケーションが生まれています。
　アートを通して生まれたつなが

りでまちが楽しくな
って、もっと訪れた
くなる中心市街地に
なるよう頑張ってい
ます。

アートコミュニケータープログラム
スタッフ（地域おこし協力隊）

山
やまね

根 由
ゆ き こ

起子さん

▲「コトサイト」で行われたランプ
シェード作り体験の様子

プログラム参加者の方に
インタビューしてみました

A

DC

B
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③ -1 職員手当の状況
区　分 山　口　市 国

期末手当
勤勉手当

（3 年度支給割合）

期末手当
勤勉手当
職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

（ ）内は、再任用短時間勤務職員に係る支給割合です。
※フルタイム会計年度任用職員は期末手当のみ対象

2.55 月分（1.45 月分）
1.9 月分（0.9 月分）

同左

退職手当
（支給率）

勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度額

   自己都合
19.6695 月分
28.0395 月分
39.7575 月分
47.709   月分

勧奨・定年
24.586875 月分
33.270750 月分
47.709 　0 月分
47.7090     月分

同左

【その他加算措置】
・定年前早期退職特例措置 2 ～ 45％加算

扶養手当※
配偶者
子
配偶者、子以外の扶養親族
満16 歳の年度初めから満22歳の年度末までの子

6,500 円
10,000 円
6,500 円

1人につき 5,000 円加算
同左

住居手当※ 借家 3,000 円～ 27,000 円 借家（家賃12,000 円以上）のみ
最高 27,000 円まで

通勤手当
交通機関支給限度
交通用具

65,000 円
片道２～ 78㎞を 28 区分し

3,500 円～ 47,500 円を支給

55,000 円
片道 2 ～ 60㎞を 13 区分し

2,000 円～ 31,600 円を支給

（3）職員の給与状況
① 人件費の状況（令和 3 年度普通会計決算）
住民基本台帳人
口（令和 4 年 3
月 31 日現在）

歳出額
（A）

実　質
収支額

人件費
（B）

人件費率
（B/A）

人
188,436

千円
93,706,624

千円
720,254

千円
15,179,729

％
16.2

※人件費には、特別職に支給する給料・報酬を含みます。

② 職員給与費の状況（令和 3 年度普通会計決算）
職員数
（A）

給 与 費 1 人当た
り給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末手当

勤勉手当
給与費計
（B）

人
1,539

千円
5,814,939

千円
1,227,055

千円
2,377,543

千円
9,419,537

千円
6,121

※職員手当には、児童手当と退職手当は含みません。職員数は、令和 3 年
4 月 1 日現在の人数です。  

令和 3 年度の 人事行政の運営等の状況報告
（1）職員の任免と職員数に関する状況

① 採用・退職者数
時　点 行政

事務等 土木 保健師 保育士・
幼稚園教諭 消防 文化財

主事 建築 環境衛生
整備員

給食
調理員

社会
福祉士 その他※1 合計

2 年度退職者数 26 4 1 7 6 1 1 2 3 0 1 52
3 年度採用者数 25 3 1 7 2 0 0 1 4 0 0 43

増減数 ▲ 1 ▲ 1 0 0 ▲ 4 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 1 0 ▲ 1 ▲ 9

参考
再任用職員

20
34
14

② 職員数
時　点 行政

事務等 土木 保健師 保育士・
幼稚園教諭 消防 文化財

主事 建築 環境衛生
整備員

給食
調理員

社会
福祉士 その他※1 合計

令和2 年 4月1日 914 138 54 141 244 8 28 73 75 8 26 1,709
令和3 年 4月1日 913 137 54 141 240 7 27 72 76 8 25 1,700

増減数 ▲ 1 ▲ 1 0 0 ▲ 4 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 1 0 ▲ 1 ▲ 9
    

参考
再任用職員 　会計年度※2

　任用職員
92 1,155

106 1,062
14 ▲ 93

③ -2 職員給与費の状況（特殊勤務手当・時間外勤務手当）
区  分 内　容

特殊
勤務手当

支 給 総 額　　　　　　　　　　　　　　77,986 千 円
支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 　  　125 千円
職員全体に占める手当支給職位の割合  　　40.6％
※税務事務従事手当、環境衛生業務手当、福祉事務手 
　当など 17 種類があります。

時間外
勤務手当

支給総額　　　　　　　　　　　  　     456,526 千円
職員 1 人当たり平均支給年額　　　　 　　  297 千円

④ 一般行政職のラスパイレス指数※の状況
29 年度 30 年度 元年度 2 年度 3 年度
100.6 100.5 99.8 99.9 99.6

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の
給与水準です。また、参考値は、国の給与減額前でラスパイレス
比較を行った場合の値です。

（5）職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
① 勤務時間等について

区  分 内　容
勤務時間 8 時 30 分～ 17 時 15 分
休憩時間 12 時～ 13 時（1 時間）
週休日 土・日曜

休　日 「国民の祝日に関する法律」に規定する休日と年末年始
（12 月 29 日から翌年の 1 月 3 日まで）

※交代制勤務の職場などは、上記と異なる場合があります。
② 休暇制度等について

区  分 内　容
年次有給
休暇

1 年につき 20 日間を付与。新規採用職員は 15 日間を
付与

病気休暇

負傷や疾病のため療養する必要があり、勤務しないこ
とがやむを得ないと認められる場合の休暇。公務によ
る負傷・疾病、結核性疾患に該当する場合は 1 年、私
傷病に該当する場合は 90 日を与えることができます。
※会計年度任用職員は最大 10 日

特別休暇 結婚、出産、忌引など、特別の理由により勤務しない
ことが相当である場合の休暇

（6）職員の分限・懲戒処分の状況
「分限処分」は、公務の能率の維持を目的とした処分で、「懲
戒処分」は、職員が一定の義務違反を行った場合に責任を問
うための制裁的処分です。
① 分限処分者数　　　　　　　　　  　　　　　　（単位：人）

処　分 人数 具体的事由
免　職 0
降　任 0
休　職 19 心身の故障のため
降　級 0
合　計 19

② 懲戒処分者数　　　　　　　　　　  　　　　　（単位：人）
処　分 一般服務違反等関係 道路交通法違反 合　計
免　職 0 0 0
停　職 0 0 0
減　給 2 1 3
戒　告 0 1 1
合　計 2 2 4

※公務外の行為に対する処分を含む。

（7）職員の服務の状況
地方公務員法の規定により、次のような職務上の義務があり
ます。
・法令等および上司の職務上の命令に従う義務
・信用失墜行為の禁止
・秘密を守る義務
・職務に専念する義務
・政治的行為の制限
・争議行為等の禁止
・営利企業等への従事制限

（8）職員研修と勤務成績の評定の状況
① 職員研修について
　地方分権の進展による新たな業務に対応し、住民サービス

を向上させるため、職員が個々の能力を一層高める必要が
あります。
区  分 内　容 受講者数

一般研修
一般職員や係長級などの各階層で要求さ
れる能力を習得するため、対象全職員に
実施した研修

延べ 323 人
（9 コース）

特別研修 政策形成研修、接遇研修など、広く市政
全般に目を向けて実施した研修

延べ 1,324 人
（13 コース）

派遣研修
高度な専門知識の習得、組織を支える専
門家「スペシャリスト」の育成などを重
視し派遣した研修

延べ 68 人
（33 コース）

② 人事評価システムについて
　平成 23 年度から本格実施しており、評価結果を配置、昇任、

昇給等に活用しています。これらの取り組みにより、職員
全員の意欲と能力を最大限に引き出し、活用することで、公
務の効果的・効率的な運営を図ります。

（9）職員の福祉と利益の保護の状況
① 安全衛生管理体制の状況
　「労働安全衛生法」「市職員健康管理規程」等の規定に基づき、

安全衛生委員会と衛生委員会を設置し、快適な作業環境の
整備、職員の安全と健康の確保などの労働安全衛生管理に
努めています。また、毎月 1 ～２回、産業医による健康相談、
臨床心理士によるメンタルヘルス相談事業を実施していま
す。

② 福利厚生事業の状況
　「地方公務員法」の規定に基づき、職員の元気回復のための

事業等を計画的に実施するため「山口市等職員共済会（会
員数 1,798 人）」を設置しています。毎月の職員の会費（給
料の 1,000 分の 2、計約 1,393 万円）を財源に各種給付事
業を、市等からの交付金（約 286 万円）を財源に健康管理
等を行っています。

③ 公務災害補償の状況
加入団体 公務災害 通勤災害 計

地方公務員災害補償基金山口県支部 10 件 1 件 11 件

（10）公平委員会の業務の状況
① 勤務条件に関する措置の要求の状況
　実績なし
② 不利益処分に関する審査請求の状況
　実績なし

（2）職員の競争試験と選考による採用状況（令和 3 年度実施　令和 4 年 4 月 1 日採用） 　　　　　　　　   （単位：人）

区分
競争試験

計
大学卒業程度 短大卒業程度 高校卒業程度 中学卒業程度

行 政 職 21 7 28
技 術 職 9 3 12
技 能 職 4 4
専 門 職 7 6 13
消 防 3 3
計 37 6 13 4 60

技術職…土木、文化財主事、建築、電気、水質管理等
技能職…環境衛生整備員、給食調理員
専門職…保健師、保育士・幼稚園教諭、社会福祉士、介護福祉士等

（4）職員の休業に関する状況
休業制度については、育児休業お
よび自己啓発等休業、配偶者同行
休業などを設けており、それぞれ
の取得状況については右表のとお
りです。

〈主な休業の取得状況〉
休業種類 取得者数

育 児 休 業 74
育児部分休業 23
自己啓発等休業 0
配偶者同行休業 1

※1 介護福祉士、電気、水質管理等の職種
※2 会計年度任用職員制度は令和 2 年 4 月 1 日に開始された制度。職員数はパートタイム会計年度任用職員を含む人数

職員の任用、職員数、給与、勤務時間その他の勤務条件など、令和 3 年度の人事行政の運営等の状況を公表します。
これは、市の人事行政運営における公正性、透明性を高めるため「地方公務員法」「市人事行政の運営等の状況の
公表に関する条例」に基づき公表するものです。                                                    
                                                                                                                       職員課 ☎083-934-2727問問

③ 障がい者雇用率
令和 3 年 6月1日 2.82％

（単位：人）

（単位：人）

※　フルタイム会計年度任用職員は対象外
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住
実
現
・
雇
用
創
出
」、「
に
ぎ
わ
い
・
交

流
創
出
」
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
る
た
め
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

置
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
室
☎
０
８
３


９
３
４

２
７
２
８

中
心
市
街
地
で
活
動
す
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
が
着
任
し
ま
し
た

　
11
月
１
日
（
火
）、
中
心
市
街
地
を
活
動

エ
リ
ア
と
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
着

任
式
を
市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　
着
任
し
た
の
は
、
兵
庫
県
出
身
の
中
野

祥
平
さ
ん
で
、

中
野
さ
ん
は

こ
れ
ま
で
古
着

や
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
の
店

舗
運
営
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
本
市

で
は
こ
う
し
た

経
験
も
生
か
し

な
が
ら
「
中
心
市
街
地
の
遊
休
不
動
産
利

活
用
に
よ
る
市
街
地
再
生
と
に
ぎ
わ
い
の

創
出
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
ま
す
。

　
中
野
さ
ん
は
「
培
っ
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
活
用
し
、
中
心

市
街
地
が
抱
え
る
課
題
等
に
取
り
組
み
、

少
し
で
も
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
貢
献
で
き

れ
ば
」
と
意
気
込
み
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室
☎
０
８
３


９
３
４

２
９
２
３

産
業
立
地
推
進
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
８
１
３

や
ま
ぐ
ち
地
域
共
創
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
全
体
会
議
を
開
催

　
11
月
１
日
（
火
）、
山
口
大
学
に
お
い

て
、や
ま
ぐ
ち
地
域
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
第
１
回
全
体
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
地
域
を
取
り

巻
く
課
題
に
対
し
、
産
業
界
、
地
方
公
共

団
体
、
大
学
、
金
融
界
等
が
一
体
と
な
っ

た
恒
常
的
な
議
論
の
場
を
構
築
し
、
地
域

課
題
を
共
有
・
把
握
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
人
材
育
成
や
課
題
解
決
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
市
長

は
「
本
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の

設
立
を
契
機

に
、
相
互
の
連

携
・
協
力
が
一

層
強
化
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
で
進

め
て
い
る
取
り

組
み
の
加
速
化

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
皆
様
と

こ
れ
ま
で
以
上
に
強
固
な
連
携
・
協
力
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、「
人
材
育
成・全
員
活
躍
」、「
定

株
式
会
社
Ｓ
Ｙ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｏ
の

進
出
協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し
た

　
10
月
26
日
（
水
）、
株
式
会
社
Ｓ
Ｙ
Ｎ

Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｏ
と
本
市
が
、
県
の
立
ち
会
い
の

も
と
、
進
出
協
定
の
調
印
式
を
行
い
ま
し

た
。
同
社
は「
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ

連
携
事
業
者
」

と
し
て
、
本
市

と
連
携
し
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
等

を
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
室
木
勝
行
代
表
取
締
役
社
長
は
「
家
事

代
行
な
ど
、高
齢
者
の
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く
。
山

口
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
に
発
信
し
て
い
け

る
よ
う
な
事
業
に
育
み
、
成
長
さ
せ
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
こ
の
た
び
湯
田
地
域
に
、
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
総
合
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
事
業
を
行
う
「
株
式
会
社
Ｓ
Ｙ

Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｏ
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
セ
ン
タ
ー
」
と
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
行
う
「
株
式
会
社
Ｓ
Ｙ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｏ
山
口
サ
テ
ラ
イ
ト
（
地
域
別
サ
ポ
ー
ト

拠
点
）」
を
設
立
さ
れ
ま
す
。

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

問   問   

問   問   問   問   

調印式の様子

会議参加者の集合写真

中野隊員 （左） と副市長

表
紙
の
写
真

「
楽
し
み
方
は
自
由
自
在
」　

　
表
紙
の
写
真
は
、
11
月
上
旬
の
「
コ

ロ
ガ
ル
あ
そ
び
の
ひ
ゃ
っ
か
て
ん
」
で

の
一
コ
マ
で
す
。
こ
の
日
は
週
末
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
会
場
内
は
立
ち
寄
っ

た
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て
体
験
す
る

遊
び
場
に
大
は
し
ゃ
ぎ
！
曲
が
っ
た
床

や
斜
面
な
ど
の
上
を
走
っ
た
り
飛
び
跳

ね
た
り
、
滑
っ
て
み
た
り
と
思
い
思
い

に
遊
び
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
自
身
が
遊
び
方
を
考
え
る
こ
の

場
所
の
楽
し
み
方
は
、
ま
さ
に
自
由
自

在
。
自
由
な
発
想
で
試
行
錯
誤
す
る
子

ど
も
た
ち
か
ら
、
思
い
も
よ
ら
な
い
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
頭
の
中
に
は
、
私

た
ち
大
人
が
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な

世
界
が
広
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

　
ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
の
創
造
力
を
育

む
遊
び
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
７
５
３

問

会場内に設置されたホワイ
トボードに、新しい遊びの
アイデアを書き込む子ども
や、自由に遊ぶ子どもたち
を見守る保護者の姿も見ら
れました。

※詳細は、各お問い合わせ先へご確認
ください。 圏域 7市町の

イベント情報

圏域の市町におでかけしよう！

光が織りなす幻想的な世界へ
ようこそ「ナイトミュージアム」

ＪＲ厚狭駅前クリスマス
イルミネーション

山陽
小野田 宇部 灯りの下でコンサート防府

毎年恒例のクリスマスコンサート。
イルミネーションの下で、素敵なク
リスマスのひとときをお過ごしくだ
さい。出演は、田中雅弘氏（チェロ）、
喜多村裕美氏（ピアノ）、防府アスピ
ラート児童合唱団ファンファーレ。
日時　12 月 17 日（土）17 時

防府市地域交流センターアスピ
ラート（戎町一丁目 1-28 笑顔満開
通り）☎ 0835-26-5151

ライトアップされた植物たちを楽し
めます。3 日のオープニングイベン
トでは、100 基のランタンで幻想的
な世界を作ります。
日時　12月3 日（土）～ 30 日（金）

18 時～ 21 時 30 分
場所　ときわミュージアム（大字沖

宇部 254）
宇部市ときわ公園課☎ 0836-37-
2888

2010 年の厚狭川豪雨災害からの復興
の願いを込めて始まったイルミネー
ションプロジェクト。13 万球の電球
がＪＲ厚狭駅を彩ります。
日時　令和 5 年 2 月 19 日（日）ま

で 17 時～ 24 時
場所　ＪＲ厚狭駅在来線口・新幹線

口（大字厚狭 8-3）
山 陽 商 工 会 議 所 ☎ 0836-73-
2525 

問

ＳＬジオラマや、運行に使われた
ヘッドマーク、貴重な特別映像の公
開、パネル展示を行います。
日時　12 月 25 日（日）まで 9 時～

17 時
場所　津和野町日本遺産センター
（後田ロ 253）
料金　400 円

津 和 野 町 商 工 観 光 課 ☎ 0856-
72-0652

企画展「ヒストリカル・
スターズ」

①秋吉台映画村&②第7回
秋吉台落語村 ＳＬギャラリー in 津和野美祢 萩 津和野

その昔、萩ゆかりの歴史上の人物も
見上げたであろう星空の再現映像や、
江戸時代に使われた星図、彗星や流
星群の観望日記等の資料を展示。
日時　12 月 24 日（土）～令和 5

年 3 月 5 日（日）9 時～ 17 時（入
館は 16 時 30 分まで）
料金　大人 520 円、高校・大学生

310 円、小・中学生 100 円
萩博物館（堀内 355）

　☎ 0838-25-6447

①マニィ大橋さんの解説付きで気に
なる映画を紹介、②昨年度文化庁芸術
祭で新人賞を受賞した桂竹千代氏を
迎え、気軽に落語を楽しむ会を開催
日時　① 12 月 3 日（土）9 時 40 分、

13 時 40 分、② 12 月 1 日（木）
18 時 30 分
定員　①先着 100 人、②なし

秋吉台国際芸術村（秋芳町秋
吉 50）☎ 0837-63-0020        

問問所

問
問所

問所

　

問問 環境政策課☎ 083-941-2181

今回のテーマは、「ウォームビズ」と「ウォーム
シェア」です。暖房によるエネルギー消費量を
抑えながら、冬を快適に過ごすためのポイント
についてご紹介します。

あ た た か く て 楽 し い 方 法 を 、 選 ぶ ー

vol.8

狐の足あとの足湯「四季の湯」

　「ウォームビズ」とは、室温を 20℃程度にし
て、過度な暖房使用に頼らずに快適に過ごす取
り組みのことです。暖房によるエネルギー使用
量を削減することで、CO2 発生が抑制されて
地球温暖化の防止につながります。暖房の設定
温度を上げる代わりに、衣類や食べ物などを工
夫し、あたたかく過ごしましょう。

　「ウォームシェア」とは、一人ひとりが暖房
を使うのではなく、家族が一部屋で暖房等を共
有したり、図書館やショッピングモール、飲食
店などに出かけたりしてあたたかく過ごすこと
で、エネルギー使用量を減らす取り組みです。
　湯田温泉の「狐の足あと」で足湯に漬かるの
もおすすめです。併設したカフェのおいしいも
のを食べながら、家族や友人と一緒にあたた
まってみませんか。

【ウォームビズの一例】
〇ひざ掛けなどを活用して、

足首等の冷えやすい部分を
あたためる。

〇寝る時にタオルを活用し
て、首元をあたたかくする。
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昨
年
11
月
の
市
長
就
任
か
ら
早
い
も

の
で
１
年
が
過
ぎ
、
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
１
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に

と
っ
て
令
和
４
年
は
ど
ん
な
年
で
あ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

波
が
繰
り
返
さ
れ
た
１
年
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
感
染
症
の
対
策
と
、
感
染
症

の
影
響
か
ら
市
民
生
活
や
地
域
経
済
を

守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
、
市
民
の
皆

様
と
共
に
、
一
つ
一
つ
進
め
て
き
た
年

で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の

社
会
経
済
活
動
も

徐
々
に
通
常
の
姿

に
戻
り
つ
つ
あ
り
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
等

で
市
民
の
皆
様
の

元
気
な
お
姿
や
笑

顔
を
拝
見
す
る
機

会
が
増
え
て
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
も
大
変
、
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
あ
、
山
口
市
が「
ク
リ
ス
マ
ス
市
」

と
な
る
12
月
で
す
。
私
も
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
、「
ク
リ
ス
マ
ス
市
長
」
の
名

刺
を
配
り
、
本
市
の
魅
力
と
、
ク
リ
ス

マ
ス
市
民
の
皆
様
の
元
気
を
し
っ
か
り

と
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
も
ご
家
族
や
お
友
達
な
ど
と

一
緒
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
冬
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

山
口
市
長

本
市
の
冬
を
彩
る
風
物
詩

©りおた

新型コロナワ新型コロナワクチン接種クチン接種に関するお知らせに関するお知らせ

1・2 回目接種がまだお済みでない方へ 接種後も次の取り組みを徹底しましょう✔

※本情報は 11 月 15 日時点のものです。変更等の
可能性がありますので、最新の情報は市ウェブ
サイトをご覧ください。市ウェブサイトは各地
域交流センターと分館でも閲覧できます。

【お問い合わせ先】
  ••  一般的なこと（接種券、接種時期・場所など）
　山口市接種予約・相談センター（毎日 9 時 ~17 時、

多言語対応）☎ 083-976-6420 083-921-2672
  ••  専門的なこと（有効性、安全性、副反応など）
　山口県ワクチン接種専門相談センター（毎日 24 時

間、薬剤師が対応） ☎ 083-902-2277山口市　コロナ　ワクチン 検　索

市では、医師会等の協力の下、希望される方が速やかにワク
チンを接種できるよう取り組んでいます。

市ウェブサイト

オミクロン株対応 2 価ワクチンは、1・2 回目接種（初
回接種）完了者の追加接種として、有効性・安全性
が確認されているため、1・2 回目接種として使用す
ることはできません。
新型コロナワクチンの特例臨時接種の実施期間は、
令和 5 年 3 月 31 日までとされています。このため、
オミクロン株対応 2 価ワクチンを接種するためには、
従来型ワクチンによる 1・2 回目接種を年内に完了す
る必要があります。接種がお済みでない方は、早め
の接種をご検討ください。
接種場所や日時、予約方法等は、市ウェブサイトの
ほか、右上「お問い合わせ先」に記載の山口市接種
予約・相談センターでもご確認いただけます。

これまでの 2 年間、年末年始の後に新型コロナは流
行を見せています。
今後の流行に備え、重症化リスクの高い高齢者等は
もとより、若い方にもオミクロン株対応 2 価ワクチ
ンの接種をお勧めしています。

年末年始の新型コロナの流行に備え、
計画的なワクチン接種をご検討ください。

共に共に
歩む歩む


